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本年度教育相談のために来所された方々の延人数，延来談者数は 15 {;， 7名である。との内訳は ，次に記
す教育相談の取り俵い別にわければ，主として受理間接ゃ心理療法を実施した 93クースの延来談者数は 3
1 4 5 2名であり ，とれらの方々は短期間あるいは長期間にわたる継続的な相談を受けた人為である。さら




ース数では 60ケースの減少であり， 延来談者数では 18 5名の増加と 7まっている。とのクース数での滅少
は，昭和39年 6月 16口の新潟地震とそれに伴う災害ゃ交通事情の混乱によるものであって，例年クース
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で忘る。左お ，カウンセリングは，クライ エント センタードの立場に基づいて実施している。
3)その他{生活指準・特殊教育など) 6 9ケース
ととに含めるケースは ，家庭や学校からの依慣によ1.>出張相談や個人的心理検査測定に関するものである




教育相談トの取り鋭い 1 ) 2 )のケースについて，幼児・児d童・生徒別 3 月別，相談の延実施回恕~ど
をまとめると， 第 1表となる。
次に，子どものもつ問題別・性別についてまとめると， 第2表となる。
第 2表 クースにおける教脊相談の内容 ( )……% 
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第 5表 教育相談で心理療法を 5回らu二実施したクース ( )……% 
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問題別にみると，性格行動に闘する問題と精神身休的健康に関する問題が長も多<，それぞれ 35.5% ， 
3 2.2係であり， 次に知能学業に関する問題が 26.9% ，しつけや教育一般に閲する問題が 5.4婦であった。
具体的左子どもの問題症状については ，研究紀要第 39集 (1963)を参照されたい。
次に ， 第 3 表のそれぞれの慌題別ケース数を第 2 表に記してある問;~別のケース数で除し ， その百分率を
治療移行率と仮称すると とにする。との治療移行率は，子ども やーその保i護者の切実な悩みの程度を示すもの
と考え ，試みに算出すると，知能学殺に関する問題の治事長移行E容は， 3 6. 0 ( 1 2. 5 % )である。該当項目





移行率は ，6な o( 4ι. 4 % )にのぼりョ いかに性格行動に関する問題とともに切実な悩み多い問溜である
かがわかる。しつけや教育一般に関する問題の治療移行惑は， 4 O. 0 ( 2 7. 3 ) %である。
第 2表の教育相談内容別にみると， ヰE談数の多いケースのJI頁序は性絡行動・精神身休的健康・知能学業・
しつけや教育一般・進路適性などの問題があるが ，治療移行率の大昔い順序は性格行動・精神 体的健康・
しつけや教育ーー般・知能学業・進路適性念どの問題である。1lぉ ，治療移行率は ，昨年度と比較してみて ，
1 5. 3 % ~ 2 1. 5 % 0))，曽}Juを示しているととがわかる。
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